
滝山トンネルを施工しております安藤ハザマ・大晃工業JVです。

滝山トンネルは街路滝山桜谷線の一部として建設されるトンネルで全長は３１１ｍです。

６月末より岩倉側よりトンネル掘削を開始、８月２１日から２４時間の施工体制とし、

９月末現在で、173.7mまで掘削が完了いたしました。

　先般、トンネルの正式名称が｢滝山トンネル｣と決定いたしました。

滝山トンネルニュース Vol.２
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タイヤショベルといわれる機械でトンネルのズリ（岩石）を
１０ｔダンプに載せて搬出しています。

このまま順調に工事が進みますと、１１月末から１２月上旬頃にトンネルが貫通する予定です。

トンネル出口（滝山側）におきましては、貫通に向けて擁壁工事などを行っていく予定です。

今後も、周辺の環境に配慮し、安全第一での施工を行っていきますので、引き続きご理解、

ご協力のほどよろしくお願いいたします。

トンネル掘削が
半分を突破しました!!

岩倉側滝山側

滝山トンネル Ｌ=３１１ｍ

掘削進捗 173.7ｍ（９月末現在）

【工事進捗図】
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ロードヘッダーという専用の機械で掘削する工事です

トンネルの出口部分の道路の両側に擁壁を築く工事を開始します。

昼夜施工開始（24時間体制）で作業を行います

河原町まで土砂を運びます

トンネルが貫通する出口を整備する工事です

ロードヘッダーという機械でトンネルを掘削してます。

機械の先端が回転し、岩石を削っている様子です。

タイヤショベル

10tダンプ

防音扉や防音壁を設置し、騒音・振動の低減を図っていま
す。

防音扉

防音壁

トンネル出口側（滝山側）の状況です。
貫通するまでに整備を引き続き行っていきます。

ロードヘッダー


